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「緑と農の地域資源の保全・活⽤計画の検討」の概要と流れ 

１．モデル地区抽出とシンボル地区の選定 

(1)- ネットワーク軸の抽出 

(2)- モデル地区の抽出 

(3)- 保全活用を図る 4 つの自然資源タイプ 

(4)- 緑と農の地域資源の活用の手法 

２．モデル地区におけるモデル事業の検討 

(1)- まつぶし緑の丘公園におけるモデル事業 

(2)- 築比地地区におけるモデル事業 

(3)- 中川やしお水辺の楽校におけるモデル事業 

(4)- 平方地区におけるモデル事業 

３．シンボル地区の選定 

(1)- モデル地区の取組の比較 

(2)- シンボル地区の選定と選定理由 

(3)- まつぶし緑の丘公園の現況分析 

図Ⅲ-1 取組-2 の概要と流れ 

４．「まつぶし緑の丘公園」を拠点としたシンボル

事業 

(1)- 緑と農の地域資源の保全・活用計画 

(2)- 親子を対象にした環境学習イベント 

(3)- 小学校の生徒を対象とした環境教育イベン

ト
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Ⅲ. 緑と農の地域資源の保全・活⽤計画の検討 

１．モデル地区抽出とシンボル地区の選定 

（１）ネットワーク軸の抽出
本圏域の中に１つの拠点と２つの軸を設定する。

・水系の中心軸：中川（含大落古利根川）

・陸系のネットワーク軸：各市町の特徴的な自然資源ポイントをつなぐ円環軸

・中核的拠点：大相模調節池（越谷レイクタウン地区）

図Ⅲ-2 ネットワーク軸位置図 
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（２）モデル地区の抽出 
平成 27 年度の調査において「豊かな自然資源的要素」、「土地の公的担保性の確保」、「管

理活動などの担い手の存在」の視点から、「まつぶし緑の丘公園」、「築比地地区」、「中

川やしお水辺の楽校」、「平方地区」の 4箇所をモデル地区に設定した。 

 

 

 

 

  
まつぶし緑の丘公園 

築⽐地地区 

平⽅地区 

中川やしお⽔辺の楽校 

図Ⅲ-3 モデル地区位置図 
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（３）保全活⽤を図る 4 つの⾃然資源タイプ
本圏域の中でモデルとなる４つの地区を、「都市公園」、「樹林・屋敷林」、「農地」、「河川・水

路」という、保全すべき自然資源4タイプの視点で分類すると、下記のようにまとめられる。 

①まつぶし緑の丘公園  

水辺ゾーン、広場ゾーン、里山ゾーンからなる都市公園。都市計画決定面積 26.5ha。

周辺には農地が広がっている。 
松伏町 

②築⽐地地区（⾦杉台地と周辺の⽥園）  

本圏域唯一の台地である金杉台地の周辺に広がる広大な農地。金杉台地の斜面林や水路

とともに美しい田園景観が創出されている。 
松伏町 

③中川やしお⽔辺の楽校  

平成 27 年に開校した自然体験や環境学習の出来る親水空間。今後は協議会を主催とし

た魚類調査や各種イベントが行われる予定。 
八潮市 

④平⽅地区（平⽅公園と周辺の樹林、農地）  

本圏域の北にある農地に付随する樹林。屋敷林を越谷市が買い上げ、ふれあいサンクチ

ュアリとして市民に開放している樹林もある。平方公園は、周辺を農地に囲まれた都市公

園。野球場、テニスコート、遊具などのレクリエーション施設に加え、池、草地や疎林が

あり自然要素も豊かな都市公園。 

越谷市 

築比地地区 
（金杉台地と
周辺の田園） 

都市公園 農 地 河川・⽔路樹林・屋敷林 

まつぶし緑
の丘公園

都市公園 農 地 河川・⽔路樹林・屋敷林 

都市公園 農 地 河川・⽔路樹林・屋敷林 

中川やしお水
辺の楽校 

都市公園 農 地 河川・⽔路樹林・屋敷林 

平方公園

図Ⅲ-4 まつぶし緑の丘公園 

図Ⅲ-5 築比地地区 

図Ⅲ-6 中川やしお水辺の楽校 

図Ⅲ-7 平方地区 

写真Ⅲ-1・2 まつぶし緑の丘公園 

写真Ⅲ-3・4 築比地地区 

写真Ⅲ-5・6 中川やしお水辺の楽校 

写真Ⅲ-7・8 平方地区 
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（４）緑と農の地域資源の活⽤の⼿法 
緑と農の地域資源の活用に当たり、地域の特性を活かして地域ごとに取り組む必要のある

ものと、５市１町の広域的な取組を行うことで、より効果的な成果が得られるものとがある。 

また、広域的な取組を行う上で有効な方法として、特定の場所を指定して共通のプログラ

ムを行う「共同利用手法」と、共通の標準的な理念、方針、方法論、ガイドラインなどを作

成し地域ごとに実施する「汎用型ガイドライン手法」がある。 

本調査においては、広域連携を行うことでより効果的な取組の「共同利用手法」と「汎用

型ガイドライン手法」を併せて検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同利⽤⼿法 汎⽤型ガイドライン⼿法 

５市 1 町の広域圏内で、特定の場所を指定して、

5 市 1 町が共同で活用する。本圏域内で唯一斜面

林のある松伏町・築比地や県営まつぶし緑の丘公

園、江戸川河川敷などで、共通のプログラムによ

る野外活動を実施したり、体験農地を共同で管理

運営するなど。 

緑と農について、５市 1 町共通の標準的な理念、

方針、方法論、ガイドラインなどを作成し、地域

ごとに実施する。体験農園、農地や河川水辺での

環境教育、学校ビオトープなど、標準的なガイド

ラインなどをもとに地域ごとに実施するなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時代のニーズに即した 
新たな活⽤ 

地域ごとに推進する 
取組 

広域連携を⾏うことで 
より効果的な取組 

共通ガイドライン 

図Ⅲ-8 緑と農の地域資源の活用の手法 
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２．モデル地区におけるモデル事業の検討 

(1)まつぶし緑の丘公園におけるモデル事業
①ポテンシャル

○公園内には駐車場、トイレの他、レクチャールーム、大型休憩舎、青空教室用のベンチ等

が設置されている。

○公園周辺には、広い水田が広がり、土水路などがあり、生物多様性などの多面的機能や、

食が作られる地域を学習する場所に適している。

まつぶし緑の丘公園 保全・活⽤計画 

連携方式 共同利用手法 

資源 課題の分類 解決を目指す広域的課題 主な活動内容 

緑 緑の機能の活用 環境教育 

林の作業体験 

林の生態系･生物の学習 

水辺の生態系･生物の学習 

農 住民の理解 
食が作られる環境の理解を重視した食育の推進 

食育や多面的機能理解に連動した学校農園の推進 

農業体験 

田んぼの生態系･生物の学習 

①地域が見渡せる築山

②野鳥等の観察が出来る水辺

③青空教室の出来るベンチ

④大型休憩舎

⑥室内学習のできる公園内施設

⑦周辺の農地

⑤芝生広場

図Ⅲ-9 まつぶし緑の丘公園の保全・活用計画 
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写真Ⅲ-11 青空教室の出来るベンチ 写真Ⅲ-12 大型休憩舎 

写真Ⅲ-9 地域が見渡せる築山 

写真Ⅲ-15 周辺の農地 

写真Ⅲ-14 室内学習のできる公園内施設 写真Ⅲ-13 芝生広場 

写真Ⅲ-10 野鳥等の観察が出来る水辺 
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②活動に使える既存の資源、施設等
○環境資源 里山、樹林、水辺、学習室、手洗い、駐車場 

○施設・設備 屋内施設（トイレ、レクチャールーム）、大型休憩舎、青空教室の出来るベンチ、

駐車場 

③活動案
○農業体験：種まき、田植え、草取り、稲刈り、稲架け、脱穀

○⽥んぼの⽣態系、⽣物の学習：稲の育成観察、水生生物調べ、害虫・益虫調べ、田んぼ周りの

植物観察、イネの花の観察、バッタ類の観察

○林の作業体験：落ち葉さらい、堆肥づくり体験

○林の⽣態系、⽣物の学習：林の生態系学習、土壌生物の学習、落ち葉の分解の学習

○⽔辺の⽣態系、⽣物の学習：トンボ類などの水生生物の学習、水辺の植物の学習

④活動のねらい
○食が作られる環境の理解を重視した食育や、多面的機能理解に連動した体験学習の促進

⑤必要となるもの
○調べ学習ができる書籍類の設置

○学校農園として使える田んぼの確保

○５市１町の取組に対応した活動プログラムの作成

○年間を通して、多人数の小学生が使用できるテキストの作成

○一般来園者向けのプログラムの作成

⑥まつぶし緑の丘公園で⾏う事のメリット
○大型バスによる多人数の受け入れが可能。

○公園内にあるレクチャールーム等を使った調べ学習、まとめの学習を室内で行える。

○体験、調べ学習、講義が一か所でできるため、小学校などの総合的学習への高い効果が期待

できる。

⑦活動イメージ

  写真Ⅲ-16 田植え体験 写真Ⅲ-17 現場学習 
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写真Ⅲ-20 大型バスで移動可能 写真Ⅲ-21 公園施設を使った室内学習 

写真Ⅲ-18 林の落ち葉さらい 写真Ⅲ-19 林の学習 
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（２）築⽐地地区におけるモデル事業
①ポテンシャル

○旧金杉小学校跡地運動場が当時のまま残っている。

○旧金杉小学校の校舎のあった場所は、松伏町老人福祉センターになっている。

○松伏町農村トレーニングセンターが立地し、学習室としての活用が期待できる。

○金杉台地の西端にあり、金杉用水路とともに樹林帯が伸びている。

○周辺には広い水田地帯が広がっている。

○江戸川に近く、子どもたちの野外活動の体験場所及び基点に適している。

築⽐地地区 保全・活⽤計画 

連携方式 共同利用手法 

資源 課題の分類 解決を目指す広域的課題 主な活動内容 

緑 緑の機能の活用 
環境教育 

５市１町環境学習野外活動センター 

子ども自然塾 

夏休みふるさと体験教室 

環境要素 

⑦金杉台地樹林帯

⑤水田地域 ⑧江戸川河川敷

①松伏町老人福祉センター

③松伏町農村トレーニングセンター

②旧金杉小学校校庭跡地

⑥金杉用水路

④池

図Ⅲ-10 築比地地区の保全・活用計画 
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写真Ⅲ-23 旧金杉小学校校庭跡地 写真Ⅲ-22 松伏町老人福祉センター 

写真Ⅲ-24 松伏町農村トレーニングセンター 写真Ⅲ-25 池 

写真Ⅲ-26 水田地域 写真Ⅲ-27 金杉用水路 

写真Ⅲ-28 金杉台地樹林帯 写真Ⅲ-29 江戸川河川敷 
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②活動に使える既存の資源、設備等
○環境資源 池、水田地域、金杉用水路、金杉台地樹林帯、江戸川河川敷

○施設・設備 松伏町老人福祉センター（トイレ）、旧金杉小学校校庭跡地（駐車場）、松伏

町農村トレーニングセンター（トイレ、学習室、更衣室）

③活動案
○⼦ども⾃然塾：江戸川探検

○夏休み ふるさと体験教室：キャンプ、自由研究

④活動のねらい
○水田、水路、樹林帯、江戸川を活用した子どもたちの野外体験活動の推進

⑤必要となるもの
○５市１町の取組に対応した活動プログラムの作成。

○年間を通して、多人数の小学生が使用できるテキストの作成。

⑥築⽐地地区で⾏う事のメリット
○公共交通機関への利便性が高い。

○多人数の受け入れが可能。

○老人福祉センターや松伏町農村トレーニングセンターを基点に活動をする事で、調べ学習、

まとめの学習を室内で行う事が出来る。

○体験、調べ学習、講義が一か所でできるため、子ども会、学童保育、公民館、小学校など

様々な野外体験活動に高い効果が期待できる。

⑦活動イメージ

写真Ⅲ-30 江戸川探検 写真Ⅲ-31 キャンプ体験 
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（３）中川やしお⽔辺の楽校におけるモデル事業
①ポテンシャル

○水辺の楽校として国交省により整備された。

○地域住民による活用のほかに、広域的な見方をすると、各地にある水辺の楽校の活用の参

考となるような活用方法が求められる。

中川やしお⽔辺の楽校 保全・活⽤計画 

連携方式 共同利用手法・汎用型ガイドライン手法 

資源 課題の分類 解決を目指す広域的課題 主な活動内容 

緑 

環境教育 多自然川づくりの推進と活用 生きもの調べなどの活動 

緑の創出 河畔林の整備 ガイドラインを作り実施 

緑の質的向上 緑の質的向上策 ガイドラインを作り実施 

②八潮フラワーパーク

①中川

④樹林

⑥広場

③堰・橋

⑤デッキ

図Ⅲ-11 中川やしお水辺の楽校の保全・活用計画 
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写真Ⅲ-34 堰・橋 写真Ⅲ-35 樹林 

写真Ⅲ-32 中川 

写真Ⅲ-37 広場 写真Ⅲ-36 デッキ 

写真Ⅲ-33 八潮フラワーパーク 
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②活動に使える既存の施設、設備等
○環境資源 中川、八潮フラワーパーク、樹林

○施設・設備 デッキ、広場

③活動案
○河川⽔辺の⽣きもの調べ：樹林や水辺の探検

○樹⽊の⽣き物観察：観察会

④活動のねらい
○住民や子どもたちの野外体験活動の推進

⑤必要となるもの
○年間を通して、住民や子どもたちが使用できるテキストを作成する。

⑥中川やしお⽔辺の楽校で⾏う事のメリット
○河川水辺の環境教育に資することができる。

○八潮フラワーパークへの来訪者に、緑への興味を持つきっかけをつくる事が出来る。

⑦活動イメージ

写真Ⅲ-38 河川水辺の生き物観察 写真Ⅲ-39 樹林の生き物観察 



第Ⅲ章 ｜緑と農の地域資源の保全・活⽤計画の検討 

Ⅲ－16 

（４）平⽅地区におけるモデル事業
①ポテンシャル

○越谷市平方地区は、市街化調整区域内の農業振興地域(白地)で、古利根川、水田、畑、屋敷

林、樹林地、農業水路などのほか、小学校と中学校、デイサービスセンターなどがある。 

○緑と農に関する各種課題の多くが認められ、課題解決の活動の試行に適した環境にある。

平⽅地区 保全・活⽤計画 

連携方式 汎用型ガイドライン手法 

資源 課題の分類 解決を目指す広域的課題 主な活動内容 

緑 

緑の保全 樹林地の保全と整備 

５市１町汎用型の 

ガイドラインをつくり、 

試行実施 

緑の創出 河畔林の整備 

緑の質的向上 公園の緑のビオアップ 

健康づくり 広域フットパス整備 

農 

緑の機能活用 防災・環境用水のありかた検討・試行 

５市１町汎用型の 

ガイドラインをつくり、 

試行実施 

多面的機能 
ビオアップ活動の推進 

多面的機能の理解を促進する農業体験活動の実施 

住民の理解促進 
食育や多面的機能理解に連動した学校農園の推進 

５市１町誰でも利用可体験農園の開設 

③河畔林
①平方公園

②フットパス

⑤平方自然観察林

④農地

図Ⅲ-12 平方地区の楽校の保全・活用計画 
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写真Ⅲ-41 フットパス 写真Ⅲ-40 平方公園 

写真Ⅲ-42 河畔林 写真Ⅲ-43 農地 

写真Ⅲ-44 平方自然観察林（外観） 写真Ⅲ-45 平方自然観察林（林内） 
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②活動に使える既存の施設、設備等
○環境資源 雑木林、古利根川の河畔林、農地・農業施設

○施設・設備 用水路・排水路、道路・農道、学校、公園

③活動案
○樹林地の保全と管理：農用林として明るく保つ管理や、自然林として常緑樹を保全する管理

○河畔林の整備：中川、古利根川、元荒川などの河畔林を整備とガイドラインづくり

○防災・環境⽤⽔検討：災害時に活用できる、生物多様性に役立つ用水路の検討・実施

○広域フットパス整備：田園風景の中を散策できる散歩道（フットパス）整備

○ビオアップ：普通種を絶滅危惧種にしない活動（土水路の整備等）

○農業体験活動：農地の多面的機能について理解できる農業体験プログラム

④活動のねらい
○５市１町の緑と農に関する課題の多くについて、試みに対応策を実施し、５市１町への展

開の可能性を検討する。

⑤必要となるもの
○年間を通した、目的を持った管理活動が進められるガイドブック（樹林地の保全と管理）

○住民や子どもたちが環境学習に使用できるテキスト（樹林地の保全と管理）

○河川区域内の官地の活用、河川区域内の民地の借用などにより、河畔林が整備できる用地

（河畔林の整備）

○管理方法、管理する人たちなど、維持のための活動を示したガイドブック（河畔林の整備）

○既存の用水路と排水路（防災・環境用水）

○フットパス用地（広域フットパス整備）

○５市１町の主な対象場所と必要なビオアップ技術を記したガイドブック（ビオアップ）

○体験活動に使える農地（農業体験活動）

⑥平⽅地区で⾏う事のメリット
○5 市 1 町で貴重な雑木林の管理、活用の検討ができる。

○原風景である川と林の景観を回復できる。

○農地景観を活用した観光振興や５市１町の住民の健康増進が検討できる。

○「ふるさと米」を生産するなど、環境への意識が高い農家が存在する。



第Ⅲ章 ｜緑と農の地域資源の保全・活⽤計画の検討 

Ⅲ－19 

⑦活動イメージ

写真Ⅲ-47 クワガタなどの昆虫用の木材 写真Ⅲ-46 竹林の間引き作業 

写真Ⅲ-48 ヤナギやハンノキなどでの河畔林整 写真Ⅲ-49 防災・環境用水 

写真Ⅲ-50 フットパスの整備 写真Ⅲ-51 除草剤を使わない機械除草 

写真Ⅲ-52 土水路の維持 写真Ⅲ-53 農業体験活動 
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３．シンボル地区の選定 

（１）モデル地区の取組の⽐較

公園名 まつぶし緑の丘公園 築⽐地地区 中川やしお⽔辺の楽校 平⽅地区 

連携⼿法 共同利用手法 共同利用手法 
共同利用手法 

汎用型ガイドライン手法 
汎用型ガイドライン手法 

環境資源 
里山、樹林、水辺、水田地域（隣接） 

池、水田地域、金杉用水路、金杉台地樹林帯、江戸川河川敷

（隣接） 
中川、樹林、八潮フラワーパーク（隣接） 平方自然観察林、古利根川の河畔林、農地・農業施設 

○様々な自然資源が豊か。
○5市 1町には少ない、斜面林が存在する他、水辺環境も豊

か。
○中川沿いにワンドが作られている。 ○人と自然が調和した環境が存在する。

施設・設備 

管理センター（トイレ、自動販売機、レクチャーホール、サ

ークル室、展示ホール）、大型休憩舎、青空教室用ベンチ、

駐車場 

松伏町老人福祉センター（トイレ）、旧金杉小学校校庭跡地

（広場・駐車場）、松伏町農村トレーニングセンター（トイ

レ、学習室、更衣室）

施設・設備 デッキ、広場 
用水路・排水路、道路・農道、平方小学校・平方中学校、平

方公園、健康増進センター 

○駐車場、トイレ、屋内施設等の施設も充実している。

○松伏町老人福祉センター、松伏町農村トレーニングセンタ

ーのトイレや学習室が利用できる。旧金杉小学校校庭跡地

を駐車場として活用する事が出来る。

△駐車場がなく、アクセスも良くない為、遠方から多くの来

訪者を見込んだ取組は行いにくい。隣接する八潮フラワー

パークのトイレを使用可能。

△特定の駐車場が無く、アクセスも良くない為、遠方から多

くの来訪者を見込んだ取組は行いにくい。

管理者や所有者 ○公営施設（県営公園）であるため、管理者が明確

△松伏町老人福祉センター、旧金杉小学校校庭跡地、松伏町

農村トレーニングセンターは公共施設であるが、周辺の農

地や樹林地は所有者の確認が必要。

○公有地であり、管理者が明確。
△平方自然観察林や平方公園については公共施設であるが、

その農地や農道は所有者の確認が必要。

活動の視点 公園周辺には水田が広がり、生物多様性などの多面的機能の

学習をする場所に適している。 

江戸川に近く、子どもたちの野外活動の体験場所及び基点に

適している。 

地域住民による活用により、各地にある「水辺の楽校」の活

用事例の参考となる活用方法が求められる。 
緑と農に関する各種課題の解決の活動の試行に適している。 

活動案 
・農業体験

・田んぼの生態系、生物の学習

・林の作業体験

・林の生態系、生物の学習

・子ども自然塾

・夏休み ふるさと体験教室

・河川水辺の生きもの調べ

・樹木の生き物観察

・樹林地の保全と管理

・河畔林の整備

・防災・環境用水検討

・広域フットパス整備

・ビオアップ

・農業体験活動

メリット

・大型バスによる多人数の受け入れが可能。

・公園内にあるレクチャールーム等を使った調べ学習、まと

めの学習を室内で行える。 

・体験、調べ学習、講義が一か所でできるため、小学校など

の総合的学習への高い効果が期待できる。

・多人数の受け入れが可能。

・老人福祉センターや松伏町農村トレーニングセンターを基

点に活動をする事で、調べ学習、まとめの学習を室内で行

う事が出来る。 

・体験、調べ学習、講義が一か所でできるため、子ども会、

学童保育、公民館、小学校など様々な野外体験活動に高い

効果が期待できる。

・河川水辺の環境教育に資することができる。

・5市 1町で貴重な雑木林の管理、活用の検討ができる。

・原風景である川と林の景観を回復できる。

・農地景観を活用した観光振興や５市１町の住民の健康増進

が検討できる。 

・「越谷ふるさと米」を生産するなど、環境への意識が高い

農家が存在する。 

発展性 

・地域の農家の理解と協力を得る事で、周辺の水田地域での

活動につなげる。 

・広く、多くの方が利用する公園である事を活かし、5 市 1

町の緑と農の取組を発信する事で、多くの人に周知する事

が出来る。

・旧金杉小学校校庭跡地や松伏町農村トレーニングセンター

を活用しキャンプなどを行う事も検討出来る。 

・緑や農をテーマにし、5 市 1町の子どもたちと、老人福祉

センターの方とが交流する取組を検討出来る。

・八潮フラワーパークへの来訪者を中川やしお水辺の楽校へ

引き入れ、緑や環境への興味を持つきっかけづくりを行

う。 

・中川やしお水辺の楽校ファンを育成し、緑や環境に関する

活動団体へと発展させていく。 

・「越谷ふるさと米」を生産するなど、環境への意識が高い

農家と、獨協大学や文教大学の学生の連携した取組が考え

られる。 

・様々な自然資源が存在する場所であるため、複数の要素を

融合した取組を行っていく。 
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（２）シンボル地区の選定と選定理由
①条件

5 市 1 町の中でも有数の水田地帯の中に存在する県立公園で、5 市 1 町に緑と農の地

域資源に優れており、農地の多面的効果を広く市民に知ってもらい、保全・活用につ

なげていく計画を検討するフィールドとして適している。

②事業の実現性
県立公園である事から、管理者が明確で、管理者から許可を受ける事で、イベントの

開催が可能。

③管理体制
松伏町が県から管理委託をされている事から、松伏町と連携する事で、イベントをス

ムーズに行う事が可能。

④地元活動団体との調整
平成 22 年、行政が主体となり「水辺づくりプロジェクト」を実施し、「まつぶし緑の

丘公園トンボクラブ」が発足しているが、現在の活動は水質調査のみであるため、公

園内での保全・活用プログラムの実施に際しての調整は必要ない。

⑤まつぶし緑の丘公園の資源
○施設資源

駐車場やトイレをはじめレクチャーホールなど、様々な施設が充実しており、 5 市 1

町から人を集めて行う取組の開催に向いている。

○環境学習資源

里山、草原、水辺等様々な環境を内包している事。それらの環境を活かし、様々な環

境学習プログラムを実施する事が可能である。

○参加協働資源

この公園の環境をより良くしていくためには、市民の方などに自分の公園として関わ

って頂く事が大切である。公園内には、市民の方と協同で行う事の出来る様々な資源

が存在する。
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③島

⑧芝生広場

⑦管理センター

④トンボ池
⑤駐車場

①調節池

⑥じゃぶじゃぶ流れ

②木道

⑩里山

⑬大型休憩舎

⑪健康遊具

⑨複合遊具

⑫青空教室用ベンチ

（３）まつぶし緑の丘公園の現況分析
①まつぶし緑の丘公園の施設資源

⑪健康遊具

子どもから大人まで楽しめる遊具。日頃

の運動不足や生活習慣病から体を守り、

気軽に健康づくりを楽しめる。 

④トンボ池

湿地、池沼、ヨシ原などの自然度の高い

水辺環境が整備され、野鳥や様々な生き

物が集まる水辺区域。 

⑦管理センター

公園管理施設やトイレ、自動販売機がある
ほか、レクチャーホール、サークル室、展
示室等を完備しており、イベント開催に
は、雨天時の対応が可能。 

⑤駐車場

3 箇所に分かれ、臨時駐車場をあわせ合

計 400 台が駐車可能。更にスタッフ用と

して公園周辺に 50台が駐車可能。 

⑨複合遊具

子どもが楽しみながら体づくりをでき

る遊具。体力向上のため握る・掴むとい

った多くの遊び機能を取り入れている。 

⑬大型休憩舎

8基のピクニックテーブルの他にトイレや
自動販売機が設置されている。施設全体が
屋根のようになっており、小雨であれば、
イベントが可能である。

①調節池

平常時は水鳥などの観察ができる。降水時
には周囲の雨水を流入させ貯水し、下流側
の水位が下がってから流すという調節を
行っている。 

⑥じゃぶじゃぶ流れ

小さな子どもでも水と親しむ事が出来

る、水の遊び場。（水が流れているのは

５月～10月頃） 

⑧芝生広場

園内の中心部にある広大な広場。ボール

遊びやピクニック、レクリエーションな

ど様々な遊びができる。 

③島

調節池にあり、水鳥や昆虫などの生息空

間となっている。一番大きなものは「ひ

ょうたん島」と呼ばれている。 

②木道

調節池の中に張り出しており、平常時に

は、水を身近に感じる事が出来る。降水

時には木道園路が水没する事がある。 

⑩里山

標高 20ｍと地域のランドマークとなる

里山は、5市 1町の中で最も標高が高く、

5市 1町を遠くまで見渡す事が出来る。 

⑫青空教室用ベンチ

広々とした青空と芝生をバックに、ベン

チに座ってもらい 40 名同時に講習やイ

ベント説明を行う事が出来る。

写真Ⅲ-54 写真Ⅲ-55 写真Ⅲ-56 写真Ⅲ-57 写真Ⅲ-58 

写真Ⅲ-59 写真Ⅲ-60 

写真Ⅲ-61 写真Ⅲ-62 

写真Ⅲ-63 写真Ⅲ-64 写真Ⅲ-65 写真Ⅲ-66 

図Ⅲ-13 
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島 

芝生広場 

トンボ池
調節池 

木道 

里山 

大型休憩舎 

青空教室用ベンチ 

②まつぶし緑の丘公園の環境学習資源

「調節池」、「トンボ池」は湿地、池沼、ヨシ原などの

自然度の高い水辺環境となっており、水生生物をはじ

め、野鳥や様々な生き物の生息空間となっている。周

辺の散策路や「木道」では、散策が出来る他、「調節池」

に点在する「島」や「水面」には様々な野鳥が飛来し、

バードウォッチングを楽しむことが出来る。中川にあ

るサギのコロニーをこちらに移す検討も行われた。 

②野鳥や水辺の生き物の生息空間

「里山」、「里山周辺の草地」は、様々な種類の樹木が

植えられている他、草地もある事から、昆虫や小動物

などの生息空間となっている。 

里山は「自然観察・学習・体験のできる雑木林エリア」

と「自然の林に近い常緑樹のエリア」に分けられ、今

後樹木が育っていく事で、更に様々な生き物の生息場

所となる事が予測される。 

①昆虫や樹林の小動物の生息空間

広大な「芝生広場」には、バッタ、コオロギなどの

草地を好む昆虫が生息しており、「大型休憩舎」や

「青空教室用ベンチ」とともに、自然観察・学習・

ネイチャーゲームの体験の場として使用する事が

出来る。 

③草地を好む昆虫などの生息空間

里山周辺の草地 
○里山の自然資源を活用したイメージプログラム
・里山の生き物観察会
（里山で見られる生き物の解説付き観察会） 

・里山生き物探し
（生き物を探し、どんな種類が発見したかを発表） 

・藪漕ぎ体験
（雑草の中を歩いて生き物を探す） 

・色々な葉っぱ探し
（里山にある様々な木の葉を集め、種類を解説） 

・夜景観察
（里山の頂上から夜のまつぶしの風景を見る） 

・虫の音を聞く会
（夜の里山の頂上で虫の音の種類を聞き分ける） 

○水辺の自然資源を活用したイメージプログラム
・水辺の生き物観察会
（水辺で見られる生き物の解説付き観察会） 

・水辺生き物探し
（生き物を探し、どんな種類が発見したかを発表） 

・外来生物捕獲
（ザリガニ釣りなどの外来生物の捕獲） 

・水質調査
（調節池やトンボ池で行う水質調査） 

○草地の自然資源を活用したイメージプログラム
・原っぱの生き物探し
（生き物を探し、どんな種類が発見したかを発表） 

・サウンドマップづくり（周囲の音を聞き記号でカードに表現する） 

・私は誰でしょう（生き物の習性や特徴を、ゲームを通じて学ぶ）

・自然のカルタ大会（自然物を集めて、カルタの札として使う）

写真Ⅲ-68 

写真Ⅲ-67 

写真Ⅲ-69 

図Ⅲ-14 
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③水生植物
の維持管理

④園路の花植え

①里山の管理

⑤外来生物の除去活動

③まつぶし緑の丘公園の参加協働資源

新しく整備された里山に植えられた樹木はまだ樹高

が低いため、充分な緑陰が作れず、雑草が繁茂して

しまっている。それらの雑草の除去を一部市民など

の参加協働で行う事を通し、次第に里山の樹木が成

長し、成熟した樹林が形成されていく様子を見守っ

て頂く事で、公園への愛着を生み出す事が出来る。 

①里山の管理

植樹から一定の期間が過ぎた事で、植

樹の際に設置された、支柱が樹木成長

に影響を与え始めている。この支柱の

撤去作業を市民などとともに行う事

により、公園の樹木に愛着を持って頂

く。 

②樹木の支柱はずし

②樹木の支柱
はずし

野鳥や様々な生き物の生息空間となっている水辺

空間だが、一定の管理が必要となる。計画的にヨシ

刈りなど行うことで陸化の進行を妨げ、遷移の停滞

管理を行い、より魅力ある水辺を創出できる。市民

にヨシ刈り等を行って頂く事で、自然環境や生き物

に関してより深く理解して頂く事が出来る。 

③水生植物の維持管理

園内の花壇の花植えを行ってもらう事で、公

園を身近に感じてもらう事が出来る。 

④園路の花植え

公園内で見られる外来生物の駆除活動を市民など

とともに行う事により、市民の外来生物に対する

意識が向上するとともに、公園内の生物相も、よ

り地域固有の姿に近づけていくことが出来る。 

⑤外来生物の除去活動

<はずした支柱の活用> 
○一定の場所に集めて活用すること

で、様々な生き物の生息空間を創出

する事ができる。 

○落ち葉の集積場所の整備に使用す

る事ができる。

○園路の花植えようの資材として使

用する事ができる。

写真撮影に公園に訪れる多くのカメラマンを対象

に定点写真の提供を依頼する。 

年間を通した定点での写真により、公園の環境を

把握につながるとともに、公園の経年変化も記録

する事が出来る。 

また、携帯電話やスマホからの写真の投稿を行う

事が出来るようにし、観察出来た生き物や、植物

を送ってもらう事により、公園の生息生物につい

てより多くの情報を集める事が出来る。 

⑥写真などによる定点観測及び写真の投稿

写真Ⅲ-70 

写真Ⅲ-71 

写真Ⅲ-72 

写真Ⅲ-73 

写真Ⅲ-74 

写真Ⅲ-75 

図Ⅲ-15 
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４．「まつぶし緑の丘公園」を拠点としたシンボル事業 

（１）緑と農の地域資源の保全・活用計画
平成 27年度の調査で、「豊かな自然資源的要素」、「土地の公的担保性の確保」、「管理

活動などの担い手の存在」の視点から、モデル地区として設定された 4 つのモデル地区の中

から、「まつぶし緑の丘公園」を対象地に選定し、「親子を対象とした環境学習企画」と「小

学校の生徒を対象とした環境教育企画」を計画、実施した。 

① 親子を対象とした環境学習企画

タイトル ファイブ・ワン“子ども自然塾”地域の農と自然を体験しよう！

日 時 2016 年 11 月 5 日（土）午前の部 9 時～12 時 午後の部 13 時～16 時 

場 所 まつぶし緑の丘公園「芝生ゾーン」及び「里山ゾーン」 

対 象 5 市 1 町の小学生とその家族 

主な内容 昔の農機具を使った稲の脱穀を体験、地域の伝統催事具“とうかんやのわら

でっぽう”づくり、秋の草地の生き物を調べ 

② 小学校の生徒を対象とした環境教育企画

タイトル ファイブ・ワン“野外学習”

日 時 2016 年 11 月 24 日（木）8 時 30 分～12 時 

場 所 まつぶし緑の丘公園「水辺ゾーン」及び「管理センター」 

対 象 越谷市立大袋東小学校 4 年生 3 クラス（94 名） 

主な内容 小学校 4 年生の理科の教科書の内容に合わせた野外学習 
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（２）親子を対象にした環境学習イベント

ファイブ・ワン“子ども自然塾”地域と農と自然を体験しよう！

図Ⅲ-16 
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① 計画の概要

タイトル ファイブ・ワン“子ども自然塾”地域と農と自然を体験しよう！

目 的 

・「まつぶし緑の丘公園」を 5 市 1 町で行う一般向けの環境学習の拠点施設

として活用し、今後の活動の幅を広げる。 

・5 市 1 町の小学生とその家族に、身近にある農地とその多面的機能につい

て理解してもらう。

テーマ選定の
考え方

・農と緑の地域資源の保全・活用という基本的なテーマに即し、地域の自然

と農を題材にした環境学習活動を行う。

・地域の「緑」の構成要素である「農」について、文化的要素も交えて体験

することにより、農を身近なものと感じてもらうとともに、秋の草地に生

息する生き物についての学習を行う。

内 容 
①昔の農機具を使った稲の脱穀を体験する

②地域の伝統催事具“とうかんやのわらでっぽう”をつくる

③秋の草地の生き物を調べる

対 象 5 市 1 町の小学生とその家族 

開催日時 

2016 年 11 月 5 日（土） 

①9:00～12:00 ②13:00～16:00（午前と午後に分けて実施）

雨天時：別プログラム実施

荒天時：中止

会 場 まつぶし緑の丘公園「芝生ゾーン」及び「里山ゾーン」 

告知方法 各市町の広報、チラシ、HP 
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② 参加者の募集
○広報掲載状況

自治体名 種別 掲載媒体名（所在） 

草加市 

広報誌 
広報そうか No1167 2016 年 10 月 5 日号(5 面) 

参考 https://www.city.soka.saitama.jp/shimin/koho/h28/16100599/161005_05.pdf 

ＨＰ 

草加のイベント情報なら 草加ふささらポータル 

参考 
トップページ：http://www.soka-fusasara.net/
掲載ページ：http://www.soka-fusasara.net/topic/detail/topic_id/6114/

ＨＰ 

草加子育て応援・情報サイト 

参考 トップページ：http://www.soka-bokkurun.com/
掲載ページ：http://www.soka-bokkurun.com/eventinfo/34516/（削除済み）

越谷市 

広報誌 
広報こしがや No1340 2016 年 10 月号(８面) 

参考 
http://www.city.koshigaya.saitama.jp/shisei/koho/koho_kosigaya/h_28/osirase28
10.files/1340_H281001.pdf

ＨＰ 

越谷市公式ＨＰ 

参考 

トップページ：https://www.city.koshigaya.saitama.jp/
掲載ページ：
http://www.city.koshigaya.saitama.jp/kanko/event/kodomo/tiikinonoutomidoriwo
taiken.html

ＨＰ 

越谷市観光協会ＨＰ 

参考 
トップページ：http://www.koshigaya-sightseeing.jp/
掲載ページ：http://www.koshigaya-sightseeing.jp/info/20161105_fiveone/（削除
済み）

ＨＰ 
こしがや子育てクワイエ 

参考 トップページ：https://twitter.com/Q_waie（ツイート）

八潮市 広報誌 
広報やしお No791 平成 28 年 10 月号(8 面) 

参考 
https://www.city.yashio.lg.jp/shisei/koho_kocho/kohoyashio/h28/kohoyashio281
0.files/yashio_P8_hp.pdf

三郷市 

広報誌 
広報みさと No.842 平成 28 年 10 月号(15 面) 

参考 http://www.misato-city.com/topix.html 

ＨＰ 

三郷市観光協会ＨＰ 

参考 
トップページ：http://www.misato-city.com/index.html
掲載ページ：http://www.misato-city.com/topix.html

吉川市 広報誌 
広報よしかわ No729 201610 号(記載箇所不明) 

参考 不明 

松伏町 

広報誌 
広報まつぶし No569 平成 28 年 10 月号(13 面) 

参考 
http://www.town.matsubushi.lg.jp/www/contents/1474425572856/simple/56
9.pdf

ＨＰ 

松伏町公式ＨＰ 

参考 
トップページ：http://www.town.matsubushi.lg.jp/www/index.html
掲載ページ：
http://www.town.matsubushi.lg.jp/www/contents/1475733983774/index.html
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広報掲載例１：広報こしがや No1340 2016 年 10 月号(８面) 

広報掲載例２：松伏町公式ＨＰ 
図Ⅲ-17 

図Ⅲ-18 
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募集体制 

申込み窓口 ：各市町担当課 

事務局 ：埼玉県東南部地域 5 市 1 町 緑と農の地域資源活用協議会 

 048-963-9183（越谷市 環境経済部 環境政策課） 

受付内容 ：希望開始時間、参加者代表者氏名（子どもとの関係）、参加者

（子ども）氏名、その他保護者氏名、その他保護者氏名、住

所、電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレス、キャンセル待

ちの有無 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員 ：各市町 午前 5 組 午後 5 組程度 

（先着順・キャンセル待ち可能） 

受付方法 ：電話・ＦＡＸ 等 

参加希望者からのご質問 ：ＵＲＬＫまで連絡 

図Ⅲ-19 参加者受付表 
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募集から 
開催までの
流れ 

10/03（月） ：参加者募集開始（各自治体適宜） 

10/03（月）～10/28（金） ：参加者募集期間（募集人数に満たなかったため、

当日まで募集） 

10/24（月） ：現状の参加申し込み状況をＵＲＬＫに連絡 

10/25（火） ：各市町へ応募状況通知 

10/25（火）～10/27（木） ：追加申込み状況をＵＲＬＫに連絡 

10/28（金） ：イベント開催通知発送（郵送） 

11/ 4（金） ：当日スタッフへ実施計画書を送付 

図Ⅲ-20 イベント開催通知 
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③ 当日スケジュール

時間 項目

08：00 スタッフ集合

8:00～8:10 手順と安全確認 

8:10～8:30 

午
前
の
部

受付場設置・会場準備 

8:50～9:00 参加者受付 

9:00～9:10 開会式 

9:10～10:20 脱穀体験 

10:20～11:00 とうかんやのわらでっぽうづくり 

11:00～11:30 生きもの観察 

11:30～11:50 生きものの解説 

11:50～12:00 アンケート

12:00 閉会式 

12:20～12:40 

午
後
の
部

会場準備 

12:40～13:00 参加者受付 

13:00～13:10 開会式 

13:10～14:20 脱穀体験 

14:20～15:00 とうかんやのわらでっぽうづくり 

15:00～15:30 生きもの観察 

15:30～15:50 生きものの解説 

15:50～16:00 アンケート

16:00 閉会式 

16:00～16:30 会場片付け 
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④ 実施結果

天 候 曇りのち晴れ 

参加人数 

午前：７組 

草加市：1 組、越谷市：4 組、八潮市：1 組、吉川：1 組 

午後：17 組 

越谷市：5 組、八潮市：1 組、三郷市：2 組、吉川市：1 組、松伏町：4 組、 

その他（野田市：2 組、春日部市：１組、小金井市：1 組） 

合計：24 組 

草加市：1 組、越谷市：9 組、八潮市：2 組、三郷市：2 組、吉川市：2 組、松

伏町：4 組、 

その他 4 組（野田市：2 組、春日部市：１組、小金井市：1 組） 

事前 
レクチャー

・NPO 法人オリザネットより、体験前に資料・作業方法の説明を行い、身

近な農や自然への理解の向上や、生き物への理解を図った。

（使用した説明資料は次ページ） 

実施内容① 
昔の農機具を使った稲の脱穀を体験（写真Ⅲ-76～79） 

・オリザネットより脱穀機の使い方や注意事項、選別方法の説明を受けたの

ち、グループごとに分かれ脱穀体験を実施した。

実施内容② 

地域の伝統催事具“とうかんやのわらでっぽう”づくり（写真Ⅲ-80～

83） 

・オリザネットから説明した後、家族ごとに分かれて制作体験を実施した。

作成後は参加者全員で歌を歌いながら作成したわら鉄砲を地面にたたき、

伝統的な催事の体験を行った。

実施内容③ 

秋の草地の生き物を調べ（写真Ⅲ-84～87） 

・里山ゾーンにて生き物調査を実施した。参加者に園内にいる生き物を捕ま

えて来てもらい、捕まえた生き物を専門家が同定。参加者には捕まえた生

き物の名前をホワイトボードに記載してもらい、どのような生き物が生息

しているか調査した。調査終了後は捕まえた生き物を講師が解説し生息す

る生き物の特徴などの学習を実施した。

考 察 

・参加定員数を 60 組 180 名程度としていたが、実際の参加者数は 24 組

73 名と予定していた人数を大きく下回る結果になった。

・午前中は気温が低く、天候も悪かったため当日参加の申し込みも伸びなか

った。一方、午後の部では気温や天候も回復したことから、公園を訪れる

人が増えたため、当日の申し込み者も複数組見られた。

・脱穀体験では、脱穀機やふるい、唐箕など用意した道具が少なかったこと

や、当日申込み者による人数増加もあって予定した時間を超過した場面も

見られたが、スタッフの臨機の対応により効率よくイベントを実施できた。 
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⑤ 使用説明資料

図Ⅲ-21 使用説明資料（表） 
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図Ⅲ-22 使用説明資料（裏） 
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概 要 

・体験前に NPO 法人オリザネットより資料・作業方法を説明。身近な農や自

然への理解の向上や生き物への学習を図った。

実施内容① 昔の農機具を使った稲の脱穀体験（写真Ⅲ-76～79） 

・オリザネットより脱穀機の使い方や注意事項、選別方法の説明を受けたのち、

グループごとに分かれ脱穀体験を実施した。

実施内容② 

地域の伝統催事具“とうかんやのわらでっぽう”づくり（写真Ⅲ-80～83） 

・オリザネットから説明した後、家族ごとに分かれて制作体験を実施した。作

成後は参加者全員で歌を歌いながら作成したわら鉄砲を地面にたたき、伝統

的な催事の体験を行った。

実施内容③ 秋の草地の生き物を調べ（写真Ⅲ-84～87） 

図Ⅲ-23 配布した説明資料 
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・里山ゾーンにて生き物調査を実施した。参加者に園内にいる生き物を捕まえ

て来てもらい、捕まえた生き物を専門家が同定。参加者には捕まえた生き物

の名前をホワイトボードに記載してもらい、どのような生き物が生息してい

るか調査した。調査終了後は捕まえた生き物を講師が解説し生息する生き物

の特徴などの学習を実施した。

考 察 

・参加定員数を 60 組 180 名程度としていたが、実際の参加者数は 24 組 73

名と予定していた人数を大きく下回る結果になった。午前中は気温が低く、

天候も悪かったため当日参加の申し込みも伸びなかった。一方、午後の部で

は気温や天候も回復したことから、公園を訪れる人が増えたため、当日の申

し込み者も複数組見られた。

・脱穀体験では、脱穀機やふるい、唐箕など用意した道具が少なかったことや、

当日申込み者による人数増加もあって予定した時間を超過した場面も見られ

たが、スタッフの臨機の対応により効率よくイベントを実施できた。

アンケート

・「今回のイベントを何で知りましたか」の質問にその他を除き、「チラシ」、「友

人、知人から」が最も多かった。 

・「ふだん、身の回りや生活の中で地域の「緑」を感じることはありますか」の

質問に、「ある」と答えたのが 5 人、「少しある」と答えたのが 4 人で、公園

で感じる人が多かった。 

・「今回のイベントに参加した感想はいかがですか」の質問に参加者全員が「満

足」「やや満足」と回答した。 

・「また、次回このようなイベントがあったら参加したいと思いますか」の質問

に参加者全員が「参加したい」と答えた。 
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⑥ 当日の様子
○昔の農機具を使った稲の脱穀体験

○地域の伝統催事具“とうかんやのわらでっぽう”づくり

写真Ⅲ-76 脱穀機の使い方講習 写真Ⅲ-77 脱穀体験の順番待ち 

写真Ⅲ-78 脱穀体験 

写真Ⅲ-80 わらでっぽうづくり 

（サトイモの茎をワラで束ねる） 

写真Ⅲ-81 わらでっぽうづくり 

（縄で巻きつける） 

写真Ⅲ-82 完成したわらでっぽうで 

地面を叩く 

写真Ⅲ-79 のげとり体験 

写真Ⅲ-83 とうかんやの歌（草加市版） 
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○秋の草地の生き物を調べる

写真Ⅲ-84 生き物採集 
写真Ⅲ-85 捕まえた生き物の名前を 

書き込む 

写真Ⅲ-86 講師による同定 写真Ⅲ-87 講師による解説 
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⑦ アンケートの実施
○アンケート用紙
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⑧ アンケート結果

参加者の属性 

・隣接市である越谷市からの参加者が 45％と最も多く、次いで松伏町が

15％と多かった。

・子どもの年齢層は5 歳～10 歳（84％）、小学校の1 年生～3 年生（63％）

が中心で、保護者の年齢は 30 代～40 代の父母であった。 

・子ども、保護者ともに男女の人数差は少なかった。

子ども 年齢 

住まい 

保護者性別 子ども 性別 

子ども 学年 

保護者 年齢 
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イベント内容

・企画の中で「“とうかんやのわらでっぽう”づくり」は、子ども、保護

者ともイベント開催後の人気が上っており、体験が想定していたより楽

しかった事が分かる。

参加したいと思った理由（子ども） 
 

何が楽しかったか（子ども） 

参加したいと思った理由（保護者） 
 

何が楽しかったか（保護者） 

【イベント前】 
 

【イベント後】
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身の回りの
「緑」や「農」 

・身の回りで「緑」を感じる（少し感じるを含む）保護者は 70％程で、

その中心は「公園」、次いで「庭」であった。

・身の回りで「農」を感じる（少し感じるを含む）保護者は 70％程で、

その中心は「田畑」で、次いで「家庭菜園」であった。

身の周りで「緑」を感じることがあるか 身の周りで「農」を感じることがあるか 

何から感じたか

・公園（6件）

　　三郷公園、舎人公園

　　虫取りに公園へ行ったとき

・庭（２件）

　　庭でサツマイモを育てている

・林

・田んぼ

・中川の土手

・自宅周辺

・緑が多い

何から感じたか

・田畑（９件）

　　柿木田んぼ

　　三郷の田んぼ

・家庭菜園（２件）

　　庭で野菜を育てている

・水田

・公園

・自宅周辺
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満足度と 
次回の開催 

・イベントの感想は子ども保護者ともに、100％が満足（やや満足を含む）

で、全ての子ども、保護者が次回の参加を望んでおり、自由意見からも

「もっと開催して欲しい」、「違う内容で開催して欲しい」、という、

次回の開催を期待する意見が見られた。 

・参加者からの意見から、引き続きの開催が望まれている。

広報・ＰＲ 

・イベントの情報源は「チラシ」が 40％と最も多く、次いで「市や町か

らの広報」15％、「友人、知人から」15％となっていたが、アンケー

トや当日の参加者の意見に、「もっとＰＲが行き届いていればもっと沢

山の方が参加できる」という意見があった。 

アンケート
結果を

踏まえた考察 

・参加者が楽しみながら、自然や農に関わる地域の伝統的な催事の再生が

出来た事は大きな成果である。

・今後も引き続きの開催が期待されるが、広報、ＰＲの充実については改

善の余地が見られる。

イベントに参加した感想（子ども） イベントに参加した感想（保護者）

イベントの情報源

次回の参加希望（子ども） 次回の参加希望（保護者） 
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○アンケート集計データ
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（３）小学校の生徒を対象とした環境教育イベント

ファイブ・ワン“野外学習”
① 計画の概要

タイトル
ファイブ・ワン“小学校体験学習しぜん塾”地域の農と自然の体感学習

～秋から冬の生きものを学ぶ～

目 的 

①「まつぶし緑の丘公園」を小学校の 5 市 1 町全体の環境教育拠点施設と

して活用し、今後の活用の幅を広げる。

②５市１町の小学校の生徒に、身近にある農地に住む生き物や魅力、更にそ

の多面的機能について知り、感じてもらう。

テーマ選定の
考え方

①地域の緑と農を活用した学習活動を行う。

②4 年生の理科の教科書の内容「秋の生きもの（秋の植物や昆虫の様子を観

察し、春と夏との違いや季節変化を知る）」、「冬の生きもの（冬の植物

や昆虫の様子を暖かい季節と比較）」に合わせた野外学習を行う。

③暖かい季節と寒くなった季節の違いを同じ場所で比較するのではなく、す

でに学んだ内容を踏まえて、実際の野外と比較できるようにする。

内 容 
①農と緑を利活用して課題解決に対応するという基本的なテーマに即し、地

域の農と緑を題材にして、教科書に準拠した環境学習活動を行う。

②小学校の生徒を対象とした環境教育イベント

主な内容 
①鳥の変化 ④ヘチマとさくら

②木の葉の変化 ⑤生き物の 1 年

③生きものの越冬準備 ⑥生き物を探してみる

開催日時 2016 年 11 月 24 日（木）8：30～12：00（荒天中止） 

会 場 
まつぶし緑の丘公園 

「芝生ゾーン」 及び 「里山ゾーン」 

開催日時 2016 年 11 月 24 日（木）8：30～12：00（荒天中止） 

アクセス
大型バス２台（細井観光株式会社） 

○配車 配車場所：大袋東小学校付近停車場所
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② スケジュール

時間 項目 場所 実施内容 備考 

8:30 バス配車 大袋東小学校付近 

8:45 学校出発 大袋東小学校 
学校スタッフ合

流 

8:45～9:00 生徒移動 ― 

9:00 
大袋東小学校

付近出発 
大袋東小学校付近 

9:00～9:15 バス移動 ― 

9:15 公園到着 公園駐車場 
現地スタッフ合

流 

9:15～9:45 
説明場所まで

移動 
― トイレ対応

9:45～10:15 
講義 

（30 分） 

レクチャーホール

or 大型休憩舎

○3 年生で学んだこと、4

年生で学習してきたこと

のふりかえり

○これから学ぶ「秋から冬

の生き物」

○現場で見てきてほしいも

の

テキスト

10:15～11:00 
野外学習実施 

（45 分） 

芝生ゾーン＆ 

里山ゾーン 
現場で学習 

11:00～11:20 
まとめ 

（20 分） 

レクチャーホール

or 大型休憩舎

○今日見ることができたも

の

○知ったこと、感じたこと

11:20～11:30 出発準備 管理センター トイレ対応

11:30 公園出発 公園駐車場 
現地スタッフ片

付 

11:30～11:45 バス移動 ― 

11:45 
大袋東小学校

付近到着 
大袋東小学校付近 

11:45～12:00 生徒移動 ― 

12:00 学校到着 大袋東小学校 
学校スタッフ解

散 
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③ 実施手順

項目 内容 時間 

事前 
レクチャー

学習のねらい 

理科の教科書との関係 

学習の方法 

本日の学習エリア 

注意事項 

時間配分 

場所：レクチャーホール 

25 分 

野外学習 
①観察

スケッチと記録

（１）観察

当日の気温を示し、夏に比べて、生きものや植物は、どのように変

わっているかを、実際に確認する。 

観察の対象 気づきの内容 

樹木 葉 葉のない樹がある。枯れているわけではない。 

葉があっても、緑色ではない。 

葉が下に落ちている。 

葉が落ちたあとの枝の表面が、おもしろい形になってい

る。 

実 実がなっている。 

実が落ちている。 

冬芽 うろこにおおわれているサクラの冬芽を見る。 

草 ロゼット 間もなくやってくる冬に備えて、植物の冬ごしの様子を

調べる。地面に葉が張り付いている様子を見る。 

枯草 寒くなると草は枯れる。 

ひっつき

むし 

服に種がくっつく。 

根 地上部分は枯れるが根が残っていて、来年芽が出てくる

オギやヨシの様子。

生き

もの 

卵 冬ごしのための、カマキリの卵 

さなぎ アゲハのさなぎ

虫 ほとんど見つからないか、いても動きがにぶい。 

虫の動きのにぶさに気づく。 

当日、晴れていれば、ひなたぼっこしている様子も観察

できるかも。 

鳥 ツバメは南の方に渡るが、北の方からやってくるものも

いる。カモ。 

45 分 
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野外学習 
②記録

（２）記録

寒くなってきたこの時期、生きものや植物はどうしているでしょう

か。 

冬に備えて、何をしているでしょうか。 

生きものや植物の様子をスケッチしましょう。感じたことがあれ

ば、調査票に書きましょう。 

調査票：Ａ６ 
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野外学習 
③場所

場所：トンボ池周辺 

まとめ 

生きものマップふりかえり 

・事前に撮影しておいた写真を見て、みんなで確認する。

場所：サークル室×３ 

25 分 

冬

ミノムシ

かれ草 

模造紙 図Ⅲ-25 

図Ⅲ-24 



第Ⅲ章 ｜緑と農の地域資源の保全・活用計画の検討 

Ⅲ－61 

④ 実施結果（※天候不良のため中止）

天 候 雪（写真Ⅲ-88～91） 

参加人数 中止のため参加者なし（予定：越谷市立大袋東小学校 4 年生 3 クラス 94

名） 

概 要 

・天候不良のため、事務局（越谷市、UR リンケージ）と大袋東小学校中三

川校長と協議を行い、イベント中止を決定した。

・「まつぶし緑の丘公園」にて、事務局がイベント協力の NPO 法人オリザ

ネットと打合せを実施し、今後の活動の方向性、実施予定のイベント内容

等を検討した。（写真Ⅲ-91～95）

検討内容 

小学校の生徒を対象とした環境教育イベントを実施する意義について 

・理科の授業で、物理、化学分野は実体験できる場（越谷市科学技術体験セ

ンター ミラクル）があるが、生物科学分野は「生き物観察」などの野外

での実体験の場がない。

・小学校には理科専科の教員が少なく、野外体験学習は児童だけでなく教員

の研修にも繋がる。 

・現在「まつぶし緑の丘公園」は、松伏町の指定管理になっており、一定以

上の公園利用者数の確保が重要。平日に 5 市 1 町の小学校が環境教育の

場として利用することで、利用者数の増加につながる。

・今回のような環境教育イベントを実施するにはイベントに合わせ、ハビタ

ットを増やす備えが必要で、草刈りや落ち葉掃きなどを生き物の生息域ご

とに合わせて公園管理を部分的に変えて行う必要がある。 

考 察 

・天候が良い状態でのイベント開催を見込んでいたが、積雪や気温が低かっ

たこともあり中止に至った。当日の天候が極端であったものの、雨天時の

場合を想定したイベント対応が今後必要である。 

・小学校向け環境教育イベントの実例となるように、年間を通じて一般の子

ども向けのイベントを実施してみることや、場所を変えても同じようなイ

ベントが出来るようにしていく必要がある。 

アンケート
・イベントを実施した場合、今回の企画を今後に活かしていくためのアンケ

ートを作成した。 

http://www.miracle.city.koshigaya.saitama.jp/
http://www.miracle.city.koshigaya.saitama.jp/
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⑤ アンケート用紙
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⑥ 当日の様子

○「まつぶし緑の丘公園」の当日状況

○イベントで使用予定であった道具

写真Ⅲ-88 「まつぶし緑の丘公園」の状況 写真Ⅲ-89 「まつぶし緑の丘公園」の状況 

写真Ⅲ-90 「まつぶし緑の丘公園」の状況 

写真Ⅲ-94 サナギを入れる道具 

写真Ⅲ-92 クロアゲハ・ナガサキアゲハの標 写真Ⅲ-93 カブトムシの幼虫が入ったケー

写真Ⅲ-91 「まつぶし緑の丘公園」の状況 

写真Ⅲ-95 サナギを入れる道具 
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